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【昨年 (2013年) ２月, 佐賀大学で行われた研究会に参加したおり, 時
間つぶしに訪れた佐賀県立博物館でたまたま展示されていた唐津の鏡神社




なかった｡ その間, この高麗仏画の傑作について, 文献を調べながら考え
ていたことを, 論文の体裁をなさない ｢研究ノート｣ としてこの場を借り
て披瀝したいと思う】
一, ｢こま｣ の紙の伝統
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鏡神社の ｢楊柳観音像｣ をめぐって
[研究ノート]
嫁入り道具の一つとして娘に持たせようと, 光源氏は考える (以下, 『源
氏物語』 の原文は玉上琢彌 『源氏物語評釈』 (角川書店) による)｡
こまの紙のうすやうだちたるが, せめてなまめかしきを, ｢この物ご
のみする若き人々こころみむ｣ とて, 宰相の中将, 式部卿の宮の兵衛の
督, 内の大殿の頭の中将などに, ｢あしでうたゑを, 思ひ思ひに書け｣
と宣たまへば, みな心々にいどむべかめり｡
(こまの紙の薄様風で, 非常に優雅なのを, ｢あの風流な若い人たち
を試してみよう｣ と考えて, 宰相の中将, 式部卿の宮の兵衛の督, 内大






なるが, そのために光源氏はわざわざ ｢こま｣ から渡来した紙を使った｡





かたみに御覧ず｡ 唐の紙のいとすくみたるに, 草かきたまへる, すぐれ
てめでたし, と見たまふに, こまの紙の, はだこまかになごうなつかし
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きが, 色などははなやかならで, なまめきたるに, おほどかなる女手の,
うるはしう心とゞめて書きたまへる, たとふべきかたなし｡ 見たまふ人
の涙さへ, 水茎に流れそふこゝちして, あく世あるまじきに, またこゝ
の紙屋の色紙の色あひはなやかなるに, 乱れたる草の歌を, 筆にまかせ
て乱れ書きたまへる, 見所かぎりなし｡ しどろもどろに愛敬づき, 見ま
ほしければ, さらに残りどもに目も見やりたまはず｡
(お書きになった何冊かの冊子も, お隠しなさるべきものではないか
ら, お取り出しになって, お互いに御覧になる｡ 唐の紙のごく硬いのに,
草をお書きになったのが, まことに結構である, と拝見なさると, こま
の紙の, きめが細やかで, 柔らかく親しみ深いのが, 色ははでではなく







唐の紙は ｢いとすくみたる (硬い)｣ とあり, また日本の紙屋の紙は
｢色あひはなやかなる (色合いがはで)｣ と簡単に書かれているのに対して,
こまの紙については ｢はだこまかになごうなつかしきが, 色などははなや
かならで, なまめきたるに (きめが細やかで, 柔らかく親しみ深いのが,
色ははでではなくて, やさしい感じがする)｣ と実に長々とその紙の性質






さらに, 先に若い貴公子たちに托した ｢こま｣ の紙の冊子について, 特
に光源氏の息子の夕霧の作品についての批評がある｡
葦手の冊子どもぞ, 心々にはかなうをかしき, 宰相の中将のは, 水の
いきほひゆたかに書きなし, そゝけたる葦の生ひざまなど, なにはの浦
にかよひて, こなたかなたいき交りて, いたうすみたる所あり｡ また,
いといかめしうひきかへて, 文字やう, 石などのたゝずまひ, 好みかき
たまへるひらもあめり｡ ｢目も及ばず, これはいとまいりぬべきものか
な｣ と興じめでたまふ｡ なにごとも物ごのみし, えんがりおはする親王
にて, いといみじうめできこえたまふ｡
(葦手の冊子類が, 思い思いで何となく面白い｡ 宰相の中将のは, 水
の流れの勢をたっぷりと書き上げ, 乱れ立っている葦の生え具合など,
難波の浦に似ていて, 葦と文字と入り交じって, まことにすっきりした
所がある｡ またいかめしく, 書風をかえて, 字体, 石などの様子を, 風
流にお書きの紙面もあるようだ｡ ｢すばらしい｡ これは時間がかかりそ





の紙が最適であったというのがおもしろい｡ 少なくとも 『源氏物語』 の中






かれているのであろうか｡ 源氏の美意識を踏襲するとしたら, ｢こま｣ の
紙以外には考えられないようにも思う｡ 小松茂美氏は古筆学の大家であり,
その絵巻物の研究においても多大な恩恵を受け, 常に尊敬の念を抱き続け






財として日本には数多く残されているが, その中に ｢こま｣ の紙がかなり
あるのではなかろうか｡ 機会があれば, 私の今後の研究課題としたいし,
専門家のお話しをうかがいたいものと思っている｡ また, 『源氏物語』 に
書かれている ｢こま｣ の紙の印象は現在の韓国で伝承されている韓紙のイ
メージとずいぶん違うようにも思う｡ 千年以上前の ｢こまの紙｣ は韓国の
どこかに保存されているのだろうか｡
ところで, ｢こま｣ とはどの国を指すのであろうか｡ まずは百済 (くだ
ら)・新羅 (しらぎ)・高句麗 (こま) の三国が鼎立した時代の高句麗であ
り, またその古地に統一新羅の時代を挟んで後に起こった高麗を, 日本で














まうど｣ については, 渤海の人だと考えられる｡ このことについては, 本
居宣長が 『玉の小櫛』 の中で,
延喜のころ参れるは, みな渤海国の使にて, 高麗にあらざれども, 渤
海も, 高麗の末なれば, 皇国にては, もといひなれたまゝに, こまとい
へりし也 (延喜の時代にやって来たのはみな渤海国の使いであり, 高
(句) 麗の使いではないけれど, 渤海も高句麗の末裔であるので, 日本














『源氏物語』 の中で ｢こまの紙｣ が出て来るのは, すでに光源氏の晩年で
あり, 物語の発端からはすでに四十年ほどが経過している｡ とすれば, こ
ちらの ｢こま｣ は高麗であると, 論理的には考えてもいいことになる｡
いずれにしろ, ｢こま｣ の伝統の中に, 文様の入った薄い優れた紙を作
る技術があったと考えていい｡ 考えて見れば, 日本に紙を作る技術をもた
らしたのも, 610年に高句麗からやって来た曇徴によってであった｡
さて, 以上の ｢こまの紙｣ は鏡神社の ｢楊柳観音像｣ のはるか以前の時
代のものであって, また絹本である ｢楊柳観音像｣ とは直接には関係がな
い｡ ただ, 私自身はこれまでずっと ｢こま｣ の文化の伝統について, 北方
騎馬民族の健やかで雄々しい男性的な性格をイメージしていたのだが, 最
近になって, 『源氏物語』 の ｢こまの紙｣ の言及に初めて気づき, 極めて
繊細で優美な女性的な性格をもったものとして日本の知識人たちに評価さ




二, 鏡神社の ｢楊柳観音像｣ ―淑妃金氏のこと―
さて, 鏡神社の ｢楊柳観音像｣ については, 寄進銘が残っていて, 明徳
二年 (1391) に僧の良賢によって鏡神社に寄進された事情がわかる｡ 当初
はその製作の経緯を語る紀年銘があったとされるが, それが切断されたら
しく, 現在は残っていない｡ しかし, 日本国中をくまなく回って正確に測
量して日本地図を作った伊能忠敬の 『壬申 測量日記』 (文化九年 1812)
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に, 幸いなことに, 当時はあった紀年銘が写し取られていた (以下, ｢楊
柳観音像｣ についての情報は李泰永氏 ｢鏡神社所蔵高麗仏画 『楊柳観音像』
の発願者と日本将来について｣ (『福岡大学人文論叢』 42巻４号) による)｡




これによって, 至大三年 (1310) の五月にこの画が完成されたことがま
ずわかる｡ その願主は ｢王叔妃｣ であるが, 実際に作画にかかわったのは,




ところが, ｢王叔妃｣ の解釈は, 研究者によってさまざまである｡ ｢叔｣
は ｢淑｣ で, サンズイは五百年の歳月で消えて読みとれなかったのであろ
うが, 願主は ｢王と淑妃｣ の二人なのか, ｢王の淑妃｣ の一人なのか, と
いう問題がある｡ 後述するように, この当時, 王は高麗には不在であり,
その後もずっと帰って来なかったから, 遠くから王命を受けたということ
























るが, ひるがえって, 日本の 『源氏物語』 にはさまざまな女性が登場する
が, もっとも理想的な女性として描かれるのは, 藤壺の中宮ということに






実をいうと, 本居宣長も同じようなことをいっている｡ 人は ｢もののあ


















淑昌院妃金氏, 尉衛尹致仕の良鑑の女なり｡ 姿色あり｡ かつて進士の
崔文に嫁し, 早く寡となる｡ 斉国公主薨ず｡ 忠宣, 世子たり｡ 幸姫無比
の寵を専らにするを疾ひ, これを斬る｡ 忠烈の意を慰解せんと欲し, 金
氏をもってこれを納れ, 後に淑昌院妃に封ず｡ 忠烈薨じ, 忠宣は殯殿に
祭る｡ 遂に妃の兄の金文衍の家に幸し, 妃と相対して時を移す｡ 人始め
てこれを訝る｡ 後, 十余日, 文衍の家に移御して蒸す｡ いまだ幾ばくな
らずして淑妃に進封す｡ 妃は日夜百態して妖しく媚び, 王はこれに惑ひ
て親しく聴政せず｡ 遂に命じて, 八関会を止む｡ 元の皇太后, 使ひを遣
はして妃に姑姑を賜ふ｡ 姑姑は蒙古の婦人の冠の名なり｡ 時に, 王の寵
は皇太后にあり｡ 故にこれを請ひ, 妃は姑姑を戴く｡ 元の使ひを宴する
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に, 宰枢以下, 幣を用ひて妃を賀す｡ かつて四月八日をもって燈を後園
に張り, 火を山に設け, 絃管を具して, もってみずから娯しむ｡ その黄
簾・繍幕みな供御の物にして, 観る者は市の如し｡ 三日して乃ち罷む｡
妃かつて居するに憂ひなく, 邀えて宰枢を宴す｡ 又, 銀字院に如きて,
法会を設け, 宰枢また與にす｡ 時に王は元に在り, 妃, あるいは元使を
宴し, あるいは朴淵に遊ぶ｡ 或いは寺院に如きて, 僧を飯し, 出入に度
無く, 車服衣仗, 公主と異なることなし｡
金氏は ｢姿色あり｣ という, 大変に美しい女性だったにちがいない｡ 初
めに進士の崔文という人と結婚したが, 夫が死んで若くして寡婦となった｡
元の世祖フビライの娘として高麗の王に降嫁した斉国公主フルトロケリミ
シル (1256～1297) が死んで, 忠烈王は最愛の妻を失った悲しみからとい
うよりも, 強大な背景をもつ強い妻が死んでやっと手に入れた自由さから





がものにする｡ 金氏は ｢日夜百態して妖しく媚び｣, そのとりこになった
忠宣王は即位早々にもかかわらず, 政治になど興味を示さず, 国家として
も最重要な八関会を中止したのだという｡ 忠宣王はモンゴルでの生活が長



















のであろうか｡ さらに, 一人の生活を楽しんで宴をもよおし, 銀字院でも




















三, 鏡神社の ｢楊柳観音像｣ ―忠宣王のこと―
鏡神社の ｢楊柳観音像｣ は ｢至大三年五月｣ に製作されたと, 伊能忠敬
のメモした銘文にはあった｡ 『高麗史』 をひもとくと, 至大三年 (1310)
の正月, 忠宣王はすでに元にいて, もう二度と高麗本国に戻ることはない
のだが, ｢王, 世子に伝位せんと欲し｣ とあって, 世子の鑑に譲位しよう
としている｡ もう王位に留まること自体に興味を失っていたようなのであ
る｡ ｢楊柳観音像｣ の製作された５月の条を次に列挙する｡
夏五月甲申, 元の丞相脱脱, 使を遣はし, 来って, 閹人・童女を求む｡









うに, 元の皇帝が命じている｡ ｢瀋陽王｣ というのは名ばかりの称号では
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(三栄出版社 1984) である｡ それを引用してみる｡
忠宣王 1275 (忠烈王１) ～1314 (忠粛王１) 高麗26代の王｡ 在位
1298, 1308～1313｡ 諱は璋, 初諱は, 字は仲昂, 蒙古名はイジルブガ
(知礼普化), 忠烈王の長男で母親は斉国大長公主, 正妃は元の晋王の
甘麻刺の娘の薊国大長公主 (宝塔実憐公主)｡ 1277年 (忠烈王３) 世子
に冊封され, 翌年には蒙古に行き, 蒙古名を賜った｡ 1296年, 蒙古皇室
の晋王甘麻刺の娘の宝塔実憐公主を正室に迎え, 元都 (北京) で婚儀を
挙行したが, それ以前に, 西原侯瑛・洪文系・趙仁規の娘などを妃とし
ていた｡ 1297年, 母親が急病で死ぬと, 元から帰国して, 母が病を得た
のは内寵を妬んだ者たちの所業だとして, 当時, 父王の寵を頼んで驕っ
ていた無比 (伯也丹) と彼の関連者たちを帰郷, あるいは死刑に処した｡
この出来事と王妃の死に大いに衝撃を受けた忠烈王は王位の移譲の意志














パドラ (愛育黎抜力達) の兄弟と親しく交わった｡ 1307年, 皇帝の成宗
が死ぬと, 皇位継承が実力問題として悪化した際, 忠宣王は武宗を擁立
して功を立てた｡ これによって元の皇室との親分が篤くなり, 瀋陽王に
冊封され, 高麗に対する実権も掌握するようになった｡ 1308年, 父王が













この 『国史大事典』 は要領よくまとめられていて, わたくしなど日本人
研究者にとっては漢字も使われているので, 最近のより詳しい韓国精神文




り回されてしまった｡ 最初の生没年の1275 (忠烈王１) ～1314 (忠粛王１)




























たにちがいない｡ その時代の空気を呼吸して ｢楊柳観音像｣ は製作されて
いると考えてまちがいない｡ しかし, そう考えること自体, ｢国家｣ を脱
ぎ棄てることのできない思考法に陥っていることなのかもしれない｡ 日本








三月甲寅, 長子の江陵大君を以て帝に見えしめ, 伝位を請ふ｡ 帝,
乃ちを策して王と為す｡ 是の時, 朝廷は王を帰国させんとし, 王は以
て辞を為すなく, 其の位を遜る｡ 又, 姪の延安君を世子となす｡ 王,
嘗て瀋王に封ぜらるる故に, 時に瀋王を称す｡
元の朝廷は高麗の王が長く元の京に留まるべきではないと考えて, 高麗
に帰るようにうながしたが, 忠宣王は帰国したくない｡ しかし, 抗うこと
が難しくなって, 忠宣王はついに王位を放棄するのである｡ また, 忠宣王
は瀋陽王でもあったが, そちらの世子には甥に当たる延安君を指名した
という｡ こうして自由になった忠宣王は万巻堂に学者たちを集めて文人三










(忠粛王) 三年 (1316) 三月辛亥, 王, 帝に奏し, 瀋王の位を世子の
に伝え, 自ら大尉王と称す｡
とあって, 忠宣王は瀋陽王の位も煩わしくなって, 甥のに譲ってしまう｡
六年 (1319) 三月, 帝に御香を下されんことを請うて, 江浙に南遊し,













同六月, 王, 金山寺に行き至る｡ 帝, 使を遣はして急に召す｡ 騎士を




着いた江南の寺であろう｡ 元の京, および高麗の京で, 忠宣王のいないあ
いだに何事かが起こっていたのである｡ 今回の旅行はそれをうすうすと知っ
た上での逃避行であったのだが, それでも難を逃れることはできなかった｡
同九月, 王, 大都に還り至る｡ 帝, 中書省に命じ, 本国に護送して安
置せしめんとす｡ 王, 遅留し, 顧望して, 即ち発せず｡
王は江南から連行されて, ようやく九月には元の京に着いた｡ 皇帝は中
書省に命じて, 王を高麗に帰らせようとした｡ ところが, 王はそれが嫌で,
出発しようとはしない｡ このときの忠宣王の心の中を忖度するのはむずか
しい｡ なぜ, 高麗がいやなのか｡ 繁華な元の京がそれほど気に入っている
のか｡ あるいは, 高麗に帰ったら, 身の危険が待っているとでも思ったの
だろうか｡








十年 (1323) 八月, 泰定皇帝即位, 大赦して, 天下召還す｡
そして, その二年後には死ぬのである｡
十二年 (1325) 五月辛酉, 王, 燕邸にて薨ず｡ 在位五年, 寿は五十一｡
繰り返すが, 忠宣王は遂に高麗に帰ることがなかった｡
四, ｢楊柳観音像｣ の意味
観音菩薩の利益については 『法華経』 二十八品の中の ｢観世音菩薩普門










ところが, 高麗時代に多く描かれた ｢水月観音像｣ あるいは ｢楊柳観音
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像｣ といわれるものは 『華厳経』 に基づいて描かれている｡ 奈良の東大寺







上山春平先生の解説 (鎌田茂雄・上山春平 『仏教の思想６ 無限の世界観








ないというのである｡ そこで, 善財童子は, 諸菩薩・比丘・比丘尼・優婆
塞・優婆夷, さらには外道など五十三か所, 五十四人の善知識に会うこと
になる｡ ｢入法界品｣ は遊行, つまり旅を語る｡ 江戸時代, 日本の東海道








まに思いを凝らしながら, ｢漸次に遊行して｣, ようやく彼の山に至り, 所々




























がモチーフの工夫を加えて ｢楊柳観音像｣ になるわけであるが, 実をいえ
ば, 忠宣王自身が補陀落に行っているのである｡ くりかえし, 引用する｡
忠粛王六年 (1319) のことであった｡
三月, 帝に御香を下されんことを請うて, 江浙に南遊し, 宝山に至




る補陀落であると考えられていた｡ 2009年, 奈良国立博物館で ｢聖地 寧
















そこでは忠宣王は善財童子の立場なのであるが, しかし, 鏡神社の ｢楊柳
観音像｣ では, むしろ観音菩薩の立場になるのかもしれない｡ なぜなら,
高麗からはずっと離れた異国の土地にいましたからである｡
至大三年 (1310) 五月に淑妃金氏によって製作された ｢楊柳観音像｣ は
元の都にいる忠宣王を忍ぶ心が製作の動機として潜んでいるであろう｡ 淑
妃は善財童子のように遊行してでも忠宣王を訪ねて行きたいと思っている｡






ともと読み取りにくい文字だったもので, ｢至大三年｣ ではなく, あるい
は ｢至治三年 (1323)｣ という可能性はないのだろうか｡ その五月には,
忠宣王はまだチベットの流謫の地にいた｡ 元の大都に呼び戻されたのは,
八月に元の皇帝の英宗が殺害されるという事件があり, 泰定帝が即位して
後のことである｡ しかし, この画の製作にあまりに劇的な背景を想像する
のは慎もう｡ そう考えなくとも, はるか遠くにいる王を欽募する当時の高
麗の宮廷の空気を充分に呼吸した作品であることは確かだと思う｡
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